
需要の高い業界で求められる、知識と姿勢を身につける

〈２級〉
マナー・プロトコール検定講座 試 験 概 要

制限
なし

受験資格 全国合格率

担当スクール

※Zoomを使用しての講義となります。

募集要項
●申込期間は延長する場合がありますので、資格講座ホームページ、POSTを随時確認してください。
●受験に関する詳細は各試験実施団体にお問い合わせください。

申込方法はP.13へ

学習スケジュール（開講期間）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2級

コース名(回数) 開講時期 受講形態 申込期間
（期限日の15:00受付締切） 開講期間 受講料 ※教材費含む

新規申込 リトライ・特典受講

２級(8回) １１月 Web
 

※
9/1(火)～11/5(木) 11/12(木)～12/7(月) 30,800円 15,400円

62.0%
（2025年第2回試験）

資格取得の
サポートも充実！

特典受講制度
受講料を50%割引
※詳細は裏表紙参照

受講料を50%割引
※詳細は裏表紙参照

リトライ受講制度

資格講座ホームページ

講義日程を必ずご確認ください
申込・講義日程はこちら

国内外問わず通用するマナーや
国際儀礼が理解できる

メリット

1
接客業に限らず、一般企業などでも
役立つビジネスマナーを習得できる

メリット

2
マナーに対する関心がより高い
ことを就職活動でアピールできる

メリット

3

マナー・プロトコール検定を取得するメリット

ビジネスマナー テーブルマナー 冠婚葬祭のしきたり 海外文化・日本文化の知識 服装のマナー 国際人として必要とされるマナー

【推奨企業（一部抜粋）】

就職人気の高い「商社」や「旅行・観光」関連業界だけでな
く、国内の企業においてもグローバル化が急速に進んでい
るため、「国際的なマナーや儀礼」は、志望先を問わず身に
つけておきたい知識です。

■ マナー・プロトコール検定とは
マナー・プロトコール検定は、社会人として必要とされるマナーや国際儀礼（プロトコール）について、その知識や対応力を認定する資格です。その範囲は
ビジネスマナーに加え、テーブルマナー、冠婚葬祭、さらに国際人として必要とされる国旗の扱い・席次などの儀礼に至るまで幅広く、大手航空各社やホテ
ルなどでも取得が推奨されています。グローバル化が加速する現代において、国内外問わず通用する知識とスキルを身につけましょう。

おすすめ学習スケジュール
5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

旅行業務取扱
管理者
（P.37）

総
合
旅
行
試
験

国
内
旅
行
試
験

マナー・
プロトコール

検定

試
　験

貿易実務
検定®
（P.39）

試
　験

試
　験

本学の資格講座では関連性の高い
資格を計画的に複数取得できるように
カリキュラムを設定しています。

マナー・プロトコール検定は
多くの企業から注目されています。

日本マナー・プロトコール協会

ビ
ジ
ネ
ス
教
養
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※1 Zoomを使用しての講義となります。
※2 Webオンデマンドでの講義となります。

〈２級〉

学習スケジュール（開講期間）
※Illustrator・Photoshop講座の
　視聴期間は最初のログインから3ヶ月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
  （I・P） 5月開講コース （I・P） 2月開講コース 色彩 2級

 （I・P）  7月開講コース  （I・P）  11月開講コース

資格取得の
サポートも充実！

特典受講制度
受講料を50%割引
※詳細は裏表紙参照

受講料を50%割引
※詳細は裏表紙参照

リトライ受講制度

色彩検定®は色に関する幅広い知識や技能を習得できる資格です。活用できるシーンは非常に幅広く、一般企業の営業
の企画書作成・プレゼンテーションから、広報・事務職でのチラシやポスターの作成など、多岐にわたります。理論に裏
付けられた色彩の知識を学習するため、個人のセンスに頼らない実践的な活用スキルを身につけることができます。

■作成資料が見違える！色に関する知識や技能「色彩検定®」

より見やすく、説得力のある資料作成スキルはどのような企業において
も活用できる力です。資料にどのような印象を持たせたいのか、目的に
応じて必要な色の使い方は異なります。個人のセンスに頼らない、理論
的に裏付けされた知識を身につけましょう。

職種・業種を問わず
あらゆるシーンで活用できる資格です

あわせて取得しておきたい資格
「色彩検定®」×「PowerPoint®」でプレゼンテーション資料の説得力がUP

ゼミ発表用資料・スライド作成など、在学中もプレゼンテーション資料を作成する機会は多くあります。配色のルール
を知っておけば、ワンランク上の資料の作成が可能です。今後社会人になった際も活かせるスキルとなるので、学生の
うちから色彩を意識した作成にチャレンジしましょう！

視覚的視点
PowerPoint
実務力

色彩検定®

■デジタルハリウッド提携講座
業界を牽引するクリエイターを数多く
輩出しているデジタルハリウッドの講
座を本学専用の特別価格で受講がで
きます。基礎から実践的な制作スキル
を身につけることができる専門スクー
ルならではの講義を活用しましょう。

修了後デジタルハリウッドより発行される
公式の修了証は、スキルの証明として活用できます。

【ブライトトーン】

明るい印象を持たせたい場合はブライト
トーンを使用しましょう。特に目立たせ
たい箇所にポイント的に使用するのも
おすすめです。

「Customer（市場）」「Competitor（競合）」「Company（自社）」 の観点から
ビジネスの成功要因 : KSF（Key Success Factor）を見つけ出す

市場

競合 自社

競合が市場に
価値を提供

3C分析の目的

マーケティングの基礎手法

「現状の客観的な把握」が主な目的であるため、情報収集が重要!

市場が競合と
自社を評価

自社は競合との差別化を明確に

自社が市場に
価値を提供

【グレイッシュトーン】

グレイッシュトーンにするだけで落ち着いた
印象を与えます。近年はグレイッシュな色彩
が流行しており、トレンド色を使用することで
スタイリッシュなイメージに仕上がります。

「Customer（市場）」「Competitor（競合）」「Company（自社）」 の観点から
ビジネスの成功要因 : KSF（Key Success Factor）を見つけ出す

市場

競合 自社

競合が市場に
価値を提供

3C分析の目的

マーケティングの基礎手法

「現状の客観的な把握」が主な目的であるため、情報収集が重要!

市場が競合と
自社を評価

自社は競合との差別化を明確に

自社が市場に
価値を提供

®

■Illustrator・Photoshop

■色彩検定®とは
色彩検定®はファッション・
インテリア業界だけでなく、
多くの業界で役立つ知識です。

［色彩検定®講座］ 

募集要項
●申込期間は延長する場合がありますので、資格講座ホームページ、POSTを随時確認してください。
●色彩検定®の受検に関する詳細は各試験実施団体にお問い合わせください。

申込方法はP.13へ

業種・職種を問わず役立つ色の知識と表現力を身につけよう

Illustrator・Photoshop講座
色彩検定®

講座 　　　  試験概要IIlustrator・
Photoshop色彩検定®試験概要

受講修了後、
デジタルハリウッド
公式の修了証を
発行いたします。

担当スクール

講座名(回数) コース名 開講時期 受講形態 申込期間
（期限日の15:00受付締切） 開講期間 受講料 ※教材費含む

新規申込 リトライ・特典受講

色彩検定®講座(12回) ２級 １０月 Web
 

※ 1
7/1(水)～9/29(火) 10/9(金)～11/4(水) 40,400円 20,200円

Illustrator・Photoshop講座(22回)
【受講について】

受講にはAdobe Illustrator・
Adobe Photoshopのソフトが必要です。

5月開講 

随時 Web
 

※ 2

4/1(水)～4/20(月) 
随時

（視聴期間は最初の
ログイン時から3か月）

39,600円 ―
7月開講 6/1(月)～6/19(金) 
11月開講 10/1(木)～10/20(火) 
2月開講 12/1(火)～’27/1/20(水) 

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

資格講座ホームページ

講義日程を必ずご確認ください
申込・講義日程はこちら

■本コースの特徴
アドビ社の代表的なアプリケーションである Illustrator (イラストレー
ター）と Photoshop（フォトショップ）の基本操作から応用テクニックまで
を学びます。グラフィック・DTPデザインの分野をめざす方のみならず、
デジタルデザイン全般の入門に最適なコースです。

■事前に動作確認が必要な講座です。
申込前に受講に必要なパソコン環境を確認してください。

制限
なし

受験資格 全国合格率

73.5%
（2025年度）
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